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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】手袋が着脱しやすくフイットし、効率的に洗濯
ができる、手洗い洗濯用手袋を提供する。
【解決手段】手袋の手の平面と、甲の両面に粒等の凹凸
３を設け、手首部と肘下部に設ける調整ベルトの両端に
設けた面フアスナー部５、７により、浅くまた深く留め
ることにより、各人に合わせることが出来ることを特徴
とする手洗い洗濯用手袋。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　手袋の手の平と甲の両面に粒等の凹凸を設け、手首部と下腕部に調整ベルトを設けたこ
とを特徴とする手洗い洗濯用手袋。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、粒凹凸等付き手袋に調整ベルトをセットした手洗い洗濯用手袋に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
従来、ゴム等の手袋の手首部、下腕部に緩い絞りのものがあった。
また、作業用として糸編み手袋に粒付き、野菜皮むき用として尖った粒付きなどがあるが
、洗濯用としては、皮膚の保護用としたものである。
【先行技術文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－０７２７１３号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
そのために、次のような問題点があった。
　（イ）一般にある洗濯用、水作業として、大小形状のものがあるが、手首下腕部の絞り
　　　　が緩く、作業中に弛んで指先にだぶり、小さめのを選ぶと着脱が困難になる。
　（ロ）洗剤に浸った衣類は、滑るためもみ洗い絞りも十分行えない。
　本発明は、これらの問題点を解決するためになされたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
ゴム等の手袋の手の平、甲の両面に粒等凹凸を設け、手首部と下腕部に調整ベルトを設け
る。
　　以上を特徴とする手洗い洗濯用手袋である。
【考案の効果】
【０００６】
　大人用として大小問わず着脱しやすく、指先がきちんと収まり、ずれることなく、汚れ
の多い部分を集中的にもみ洗いしやすく、絞りやすく、寒い時期は袖の上までセットでき
効率的である。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】　本発明の手の平面
【図２】　本発明の手の甲面
【考案を実施するための形態】
【０００８】
以下、発明の実施の形態について説明する。
（イ）手の平面（１）と手の甲面（２）に粒等凹凸（３）を設ける。
（ロ）手首部（４）に面ファスナー付き調整ベルト（５）を設ける。
（ハ）下腕部（６）に面ファスナー付き調整ベルト（７）を設ける。
（ニ）面ファスナー付き調整ベルト（５）と（７）の付着部（８）を設ける。
本発明は、以上のような構成で、これを使用するときは、下腕部（６）より手を差し入れ
て指先に届いたら、各々面ファスナー付き調整ベルトを留め始めるが、洗濯物を握りもみ
洗いは、指間接を曲げることにより、外側の凹凸も機能するからである。以上のような構
成から、左右入れ替えても使用できる。
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【符号の説明】
【０００９】
１　手の平面
２　手の甲面
３　粒等凹凸
４　手首部
５　面ファスナー付き調整ベルト
６　下腕部
７　面ファスナー付き調整ベルト
８　調整ベルト付着部

【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年8月13日(2012.8.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　手袋の手の平面と、甲の両面に粒等の凹凸を設け、手首部と肘下部に設ける調整ベルト
の両端に設けた面フアスナー部により、浅くまた深く留めることにより、各人に合わせる
ことが出来ることを特徴とする手洗い洗濯用手袋。
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